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第657回建設技術講習会を福島市で開催 第658回建設技術講習会を新潟市で開催

第657回建設技術講習会が、福島市で令和元年10
月30日（水）〜11月１日（金）の３日間、「災害に
強い安全な国土づくり」をテーマに、全国から248
名の参加を得て開催されました。
講習会初日は、下記の２講演と地元自治体の取り
組み紹介が行われました。
⃝災害情報からみた防災対策
⃝国土強靭化に向けた取り組みの推進
⃝�地元自治体の取り組み　東日本大震災からの復
旧・復興
講習会２日目は、下記の４講演と講習会３日目の
現場研修で視察する地域事業の事前紹介が行われま
した。
⃝大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策について
⃝国土交通省の地震対策について
⃝�熊本地震で被災した公共土木施設の復旧について
⃝国土交通省の災害初動対応について
⃝地域事業の紹介　２事例
講習会３日目の現場研修は、177名が参加して「復
興支援道路　相馬福島道路「桑折高架橋（仮称）建
設工事」、「松川浦漁港海岸災害復旧工事」、「大浜地
区海岸公共災害復旧事業」、「福島ロボットテスト
フィールド」について、現地で説明を受けました。
台風19号に伴う復旧作業等に忙しい中で、講習
会開催にご協力いただいた地元福島県、福島市、講
演いただいた講師の皆様はじめ関係者方々に御礼申
し上げます。

第658回建設技術講習会が、新潟市で令和元年11
月13日（水）〜15日（金）の３日間、「都市行政の
課題、河川行政の課題」をテーマに、全国から214
名の参加を得て開催されました。
講習会初日は、下記の２講演と講習会３日目の現場
研修で視察する地域事業の事前紹介が行われました。
⃝まち・ひと・しごと創成のための都市行政の課題
⃝河川行政を取り巻く課題と今後の展開
⃝地域事業の紹介　２事例
講習会２日目は、都市部門と河川部門の２会場に

分かれ、それぞれ下記の講演が行われました。
【都市部門】
⃝立地適正化計画によるコンパクトなまちづくり
⃝地域交通とまちづくりについて
⃝都市の防災・減災と復興事前準備について
⃝『官民連携まちづくり』のすすめ
⃝�公園・庭園等のネットワーク化とガーデンツー
リズムについて

【河川部門】
⃝�気候変動の影響を踏まえた今後の治水対策につ
いて
⃝河川における戦略的な維持管理の今後の展開
⃝ダム事業の最近の取り組みについて
⃝近年の土砂災害の特長と今後の対策
⃝水辺とまちの未来創造について
講習会３日目の現場研修は、143名が参加して「大

河津分水路改修事業」、「新潟駅付近連続立体交差事

東京大学大学院情報学環 総合防災情報研究センター
田中淳センター長の講演の様子

国土交通省水管理・国土保全局河川計画課
森久保河川技術調整官の講演の様子

現場研修の様子
「福島ロボットテストフィールド」

現場研修の様子
「大河津分水路改修事業」
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Dr.クマの“健康のヒント”Dr.クマの“健康のヒント”

感染症のグローバル化

今年はインフルエンザの流行開始が早かった。９
月には九州の一部や沖縄で流行がみられ、その他の
地方でも早い時期からの流行開始が心配されている。
そもそもインフルエンザは冬に流行するはずなのに、
なぜ夏に流行が始まったのか。ここでよく考えてみ
よう、我々が住む北半球が夏の時、南半球は冬なの
だ。しかも、暑い熱帯地方でもインフルエンザは流
行する病気だ。興味深いことに赤道に近いシンガポ
ールではインフルエンザの流行は年に２回ピークが
あるという。流行は北と南を往復していると考える
とわかりやすい。今年は特にラグビーW杯が日本
で開催され、南半球からの旅行者が多いことからイ
ンフルエンザウイルスの持ち込みがあったのでは、

という意見もある。W杯がなくとも、現代では多
くの旅行者が世界中を飛行機で移動している。適切
な対処をしなければ、病原体はあっという間に世界
に広まる。数ヶ月で中国から29ヶ国に広がった
SARSがよい例だ。日本の夏にインフルエンザウイ
ルスが入ってきた場合、予防接種の効果が薄れた時
期にあたることや、冷房による空気の乾燥などが、
流行につながっていくものと考えられる。医療関係
者の間では、インフルエンザのみでなく、色々な感
染症が海外から持ち込まれることを予測して対応策
も練っているが、予防の基本はまめな手洗いとワク
チン接種である。自分と家族は自分で守ることが重
要だ。� （北里大学医学部 教授　熊谷 雄治）

「令和２年 2020全建手帳」を発行しました。や
わらかな作りで手に馴染みやすく、使い易いと好評
をいただいています。令和２年版は、建設技術者に
とって必要な「インフラ情報を満載！」建設技術関
係の月間や記念日、高速道路等の開通日、大きな災
害の発生日、イベント予定日などの掲載をさらに充
実させました。

「令和２年 2020全建手帳」
掲載内容を充実し、販売中！

主な特徴は、次のようなものです。
　・�Ａ６版サイズで、記入スペースが広く使いやす
い大きさです。

　・便利なペン差し付き大型ポケットを備えています。
　・�資料編には、近代日本の主な災害、災害用伝言
ダイヤル、都道府県データ、関係機関の電話番
号、年齢早見表など、多くの資料が掲載されて
います。

　・�カレンダーの収録期間が2019年11月１日から
2021年３月31日までと長く、新しい手帳の移
行に便利です。

　・定価　713円（税込） 

【問い合わせ先】
企画課　露木　竹村
TEL：03-3585-4546　　FAX：03-3586-6640
E-mail：kikaku@zenken.com

業」、「寺山公園整備事業」について、現地で説明を
受けました。
また、１日目の講習終了後、「参加者同士の交流会・
講師との意見交換」を48名の参加をいただいて開
催しました。地元新潟県の地酒と古町芸妓によるお
もてなしなどもあり、盛況のうちに終了となりました。


